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施 工 ガイド
■金具の取付け方法

    格納下部ガイドFG-N150Pの締結ねじをゆるめて、ベース部
　 と本体を分離します。
②ベース部を加工部に取付け、 本体を戸の底面から差込み、締結

ねじで固定します。

①格納下部ガイドFG-N150Pを戸尻に取付けます。
1.格納下部ガイドの取付け

②ベース部を加工部に取付け、キャップ部をベース部にしっかりと
差込み、抜けないことを確認してください。

①メンテナンスゲートFG-N150-Gを戸先に取付けます。
メンテナンスゲートのレバーをつまんで、ベース部とキャッ
プ部を分離します。

2.メンテナンスゲートの取付け

①
②

本体を各戸の加工部に取付けます。
ストライクを、セーフティーストッパーロング本体の戸当り部が当た
る木口面に取付けます。
※戸Ⓐ用は戸Ⓑの戸先木口・戸Ⓑ用は戸Ⓒの戸先木口・戸Ⓒ用は控
　え壁先端の枠木口面が取付け位置です。

枠

戸Ⓒ

Ⓐ

Ⓒ
Ⓑ

本体

4×20

4×20 4×16

4×16

4×14
引戸 枠または戸

L型ストライク

戸
先

キャップ部

ベース部

ガイドピースの切り欠きと
戸の下面を合わせます。

3.トリガーベースの取付け
①戸先側の所定位置にトリガーベースを取付けます。

図のように両側面の切り欠きを戸の下端に合わせて
ください。
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トリガーベース
(MF-411-25)

戸Ⓒ

レバー

ベース部

本体

締結ねじ

戸Ⓒ

戸尻

格納下部ガイド
（FG-N150P）

ご注意

戸Ⓒ

ねじを取付ける際、先端が太いドライバーを使用すると、金具を傷つけ
るおそれがあります。
先端が細いドライバーを使用し、事前に金具を傷つけないことを確認し
た上で、取付けてください。
4×14ねじを取付ける際、締め込みすぎると反対側の表面材がふくれ
るおそれがあります。

ご注意

施 工 ガイド
■金具の取付け方法

1.下部ガイドレールのカット

2.下部ガイドレールの組立て

3.下部ガイドレールの準備

4.下部ガイドレールの取付け

レールの品番シールがない側を、
右図を参考にカットしてください。

①

戸尻から図の向きで戸の加工部に挿入します。
戸の木口奥側の加工面に揃うようにしてください。

①

下部ガイドレールの取付穴
を添付ねじで1ヶ所仮固定
します。

①

マルチソフトクローズユニットを
引き抜き、穴A以外を添付ねじで
全て固定します。

②

戸尻側から固定プレートを下図
の向きで挿入します。

③

固定プレートの端部と下部レー
ルの端部、穴Aを揃え、固定プレ
ートを下部ガイドレールとともに
添付ねじで固定します。

④

品番シール
穴A

戸幅
－4
2

24下部ガイドレール
(MF-100)

  カット側
（品番シールなし）

品番シール

下部
ガイドレール
(MF-100)

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

マルチソフトクローズ
ユニット
(MF-200)

  穴A
（ねじ止めなし）

下部ガイドレール
(MF-100)

穴A

穴

添付ねじ
（ノンヘッドコーススレッド
                       4.8×18）

穴

6.フランス落しの取付け

7.トリガーベースの取付け

5.マルチソフトクローズの取付け

①

解除

左

固定

ロックねじで固定されて
いないと、ソフトクローズ
は正しく作動しません。

木口面を
合わせる

戸Ⓑ 戸Ⓑ

戸Ⓑ

トリガー
(MF-302)

下部ガイドレール
(MF-100)

戸Ⓑ

取付けたら操作ツマミを上げて
戻します。

② 戸Ⓑ

操作ツマミを下げて
取付穴を出す

①下部加工部の戸先・戸尻にフラ
ンス落しを取付けます。
このとき、取付穴が出るよう、操作
ツマミを下げてください。

④このままトリガーを押し進め、マ
ルチソフトクローズユニットに
キャッチさせてください。

③反対側より図を参考にしてトリ
ガーを戸先側の下部ガイドレー
ルに木口から挿入してください。

②マルチソフトクローズユニットを下部ガイ
ドレールに挿入し、ロックねじを左に回
して固定します。このとき、目印が図の
位置になっていることを確認してくださ
い。

端部が揃う 穴が揃う

※向きにご注意ください。

2mm

穴A
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固定プレート
(MF-500)

下部
ガイドレール
(MF-100)

品番シール

（ノンヘッドコーススレッド
                    　 4.8×18）

添付ねじ

戸先

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

Ⓐ

Ⓒ
Ⓑ

戸Ⓑ

フランス落し
(MF-600-8)

マルチソフトクローズ
ユニット
(MF-200)

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

①下部ガイドレールの品番シール側
からマルチソフトクローズユニッ
トを装着します。レール端部から
マルチソフトクローズユニットが
抜け出ないようにしてください。

戸
尻

戸
尻

戸
尻

目印

戸
先

戸
尻

戸先側の所定位置にトリ
ガーベースを取付けます。
このとき図のように両側
面の切り欠きを戸の下端
に合わせてください。

向きに注意
挿入方向

トリガー
(MF-302)

クッション側

戸
先下部ガイドレール

(MF-100)
マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

トリガー
(MF-302)

戸Ⓑ
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トリガーベース
(MF-411-25)戸

先

マルチソフトクローズユニットを反転させ、スライダーをドライバー等で所
定の位置にセットしてください。
※ケガにご注意ください。

①

ガイドピースの切り欠きと
戸の下面を合わせます。

戸
尻

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

スライダーの
位置確認スライダー
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